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災
害
か
ら
の
復
興
と
農
山
村
の
地
域
づ
く
り

災
害
か
ら
の
復
興
と
農
山
村
の
地
域
づ
く
り

―
福
井
県
鯖
江
市
河
和
田
地
区
を
事
例
と
し
て
―

―
福
井
県
鯖
江
市
河
和
田
地
区
を
事
例
と
し
て
―

牧
野　

友
紀

牧
野　

友
紀

１　

は
じ
め
に

１　

は
じ
め
に

高
度
経
済
成
長
以
後
、
日
本
の
農
山
村
は
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
、
村
落
空
間
の
荒
廃
な
ど
苦
境
に
立
た

さ
れ
続
け
て
き
た
。
し
か
し
近
年
、
新
た
な
可
能
性
が
展
望
さ
れ
て
い
る
。
「
若
者
の
ロ
ー
カ
ル
志
向
」
と

呼
ば
れ
る
若
い
世
代
の
農
山
村
へ
の
関
心
の
高
ま
り
で
あ
る
。
農
林
水
産
省
は
『
二
〇
一
四
年
度
食
料
・
農

業
・
農
村
白
書
』
に
お
い
て
「
都
市
に
住
む
若
者
た
ち
を
中
心
に
、
農
村
の
関
心
を
高
め
新
た
な
生
活
ス
タ

イ
ル
を
求
め
て
都
市
と
農
村
を
人
び
と
が
行
き
交
う
『
田
園
回
帰
』
の
動
き
や
、
定
年
退
職
を
契
機
と
し
た

農
村
へ
の
定
住
志
向
が
み
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
、
そ
の
よ
う
な
動
き
を
「
田
園
回
帰
」
と
し
て
表
現
し
て
い

る
。
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こ
う
し
た
動
き
を
い
ち
早
く
掴
ん
だ
の
が
、
中
山
間
地
域
政
策
を
専
門
と
す
る
藤
山
浩
で
あ
る
。
藤
山
は

地
域
人
口
の
一
％
ほ
ど
の
移
住
者
と
全
所
得
の
一
％
を
増
や
せ
ば
、
地
域
の
人
口
と
暮
ら
し
が
維
持
で
き
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
「
田
園
回
帰
一
％
」
戦
略
を
提
唱
し
て
い
る
（
藤
山
二
〇
一
五
）
。
さ
ら
に
、
二
〇
一

五
年
の
国
勢
デ
ー
タ
調
査
を
ふ
ま
え
た
解
析
を
行
い
、
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
全
国
縁
辺
部
の
離
島
や
山
間
部

の
少
な
か
ら
ぬ
自
治
体
で
社
会
増
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
増
田
レ

ポ
ー
ト
」（
人
口
減
少
に
よ
り
消
滅
す
る
可
能
性
が
高
い
自
治
体
の
予
測
）
と
は
異
な
る
結
果
で
あ
る
。
藤
山

は
、
東
京
一
極
集
中
を
緩
和
し
地
方
へ
の
定
住
、
定
着
を
進
め
れ
ば
過
疎
地
域
の
人
口
安
定
は
展
望
で
き
る

こ
と
を
主
張
し
て
い
る
（
同
二
〇
一
八
）
。

こ
う
し
た
田
園
回
帰
の
う
ね
り
は
、
ふ
る
さ
と
協
力
隊
の
活
動
を
始
め
と
し
て
全
国
津
々
浦
々
で
観
察
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
ロ
ー
カ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
田
中
は
「
若
者
・
バ
カ
者
・
よ
そ
者
」
と
称
さ
れ
る
外

部
者
を
「
新
し
い
よ
そ
者
」
と
位
置
づ
け
、
彼
・
彼
女
ら
が
地
域
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向
け
住
民
と
協

働
す
る
あ
り
さ
ま
を
丹
念
に
追
い
か
け
て
い
る
。
田
中
に
よ
れ
ば
、
新
し
い
よ
そ
者
は
自
分
の
み
あ
る
い
は

地
域
の
み
と
い
う
一
方
通
行
の
関
係
性
で
は
な
く
、
地
域
の
課
題
解
決
と
自
分
自
身
の
関
心
が
両
立
す
る

「
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
」
の
関
係
を
目
指
す
の
だ
と
い
う
（
田
中
二
〇
一
七
：
八
―
九
頁
）
。
そ
こ
で
は
、
若
者
た

ち
が
農
山
村
を
自
己
実
現
や
課
題
解
決
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
「
場
」
と
し
て
捉
え
る
と
い
う
、
農
村
に
対
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す
る
ま
な
ざ
し
の
変
化
が
確
認
で
き
る
。

だ
が
、
翻
っ
て
、
そ
う
し
た
新
し
い
よ
そ
者
の
ま
な
ざ
し
を
受
け
止
め
、
活
躍
の
場
を
提
供
す
る
機
会
は
、

地
域
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
創
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
本
稿
で
は
日
本
の
ル
ー
ラ
ル
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
（
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
の
動
き
に
注
目
し
た
い
。
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
一
九

九
〇
年
代
、
大
規
模
化
や
効
率
性
の
重
視
と
い
う
方
向
で
は
日
本
の
農
業
・
農
村
の
展
望
は
見
出
せ
な
い
と

い
う
状
況
の
な
か
、
そ
の
打
開
策
と
し
て
登
場
し
た
。
そ
れ
は
農
家
経
営
の
多
角
化
と
し
て
農
家
民
宿
や
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
を
営
む
な
ど
、
農
村
の
諸
資
源
を
介
し
て
都
会
の
人
び
と
と
の
交
流
を
目
指
す
性
質
の
も
の

で
あ
っ
た
（
荒
樋
二
〇
〇
八
：
七
頁
）
。
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
は
「
遠
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
な
ど
、
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
移
住
に
結
び
つ
け
る
ケ
ー
ス
が
多
々
見
受
け
ら
れ
る
（
山
田
二
〇
一

一
）
。

そ
の
な
か
で
本
稿
が
注
目
し
た
い
の
は
、
災
害
に
ヴ
ァ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な
地
域
に
お
い
て
「
よ
そ
者
」
が
地

域
づ
く
り
に
関
与
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
観
光
学
者
の
清
野
は
、
新
潟
中
越
地
震
の
被
災
地
で
あ
る

新
潟
県
旧
山
古
志
村
の
事
例
を
分
析
し
、
防
災
や
災
害
経
験
が
観
光
資
源
あ
る
い
は
地
域
づ
く
り
の
リ
ソ

ー
ス
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
突
き
止
め
て
い
る
が
（
清
野
二
〇
一
六
）
、
そ
う
し
た
地
域
に
お
い
て
「
よ
そ

者
」
は
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
方
を
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
二
〇
〇
四
年
に
福
井
豪
雨
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に
よ
る
大
き
な
被
害
を
受
け
た
福
井
県
鯖
江
市
河
和
田
地
区
を
事
例
と
し
て
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取

り
組
み
に
焦
点
を
当
て
、
よ
そ
者
（
外
部
者
―
移
住
者
）
が
地
域
づ
く
り
に
参
与
し
て
い
く
過
程
を
考
察
し

て
い
く
こ
と
と
し
た
い
1

。
ま
ず
は
、
第
二
節
で
福
井
県
鯖
江
市
の
概
況
を
み
る
。
そ
の
後
、
第
三
節
で
河

和
田
町
の
概
況
を
ふ
ま
え
、
二
つ
の
事
例
を
追
っ
て
い
く
。
第
一
は
、
大
学
生
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
取
り
組
み

で
あ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
復
興
支
援
後
も
活
動
を
継
続
し
、
農
村
―
都
市
交
流
に
基
づ
く
地
域
づ
く
り

を
実
践
し
て
い
る
。
第
二
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
で
避
難
し
、
当
地
に
移
住
し
た
農
業
者
の
事

例
で
あ
る
。
彼
は
農
業
生
産
の
他
、
農
家
民
宿
を
経
営
し
、
農
村
交
流
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
こ
の
農

業
移
住
者
に
つ
い
て
は
第
四
節
で
取
り
扱
う
。
最
後
に
ま
と
め
を
行
う
。

２　

福
井
県
鯖
江
市
の
概
況

２　

福
井
県
鯖
江
市
の
概
況

福
井
県
鯖
江
市
は
県
の
中
央
、
丹
南
地
域
に
位
置
す
る
（
図
１
）
。
北
は
福
井
市
、
南
は
越
前
市
と
隣
接
し

て
い
る
。
面
積
は
八
四
五
九
平
方
㌔
㍍
で
、
多
く
が
平
坦
地
で
あ
る
。
市
の
中
央
に
は
、
低
い
丘
陵
が
南
北

に
広
が
っ
て
お
り
、
こ
の
一
帯
に
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
東
部
お
よ
び
南
西
の
一
部
が
山
地
で
、
林

野
面
積
は
三
一
四
三
㌔
㍍
と
な
っ
て
い
る
。
耕
地
面
積
は
二
〇
六
〇
㌔
㍍
、
耕
地
面
積
の
う
ち
約
九
七
％
が
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図１　鯖江市の位置図１　鯖江市の位置

田
で
あ
る
2

。

鯖
江
市
は
昭
和
三
〇
年
に
今
立
郡
の
二
町
三
村
（
今
立
郡

鯖
江
町
、
神
明
町
、
中
河
村
、
片
上
村
）
と
丹
生
郡
の
三
村

（
立
待
村
・
吉
川
村
・
豊
村
）
が
合
併
し
て
成
立
、
同
年
六

月
に
今
立
郡
北
中
山
村
、
昭
和
三
二
年
三
月
に
今
立
郡
河
和

田
村
を
編
入
し
、
現
在
の
市
制
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
昭
和

の
大
合
併
は
、
南
部
の
鯖
江
町
、
北
部
の
神
明
町
を
中
心
に

合
併
が
行
わ
れ
た
た
め
、
市
街
地
は
南
北
に
分
離
し
、
人
口

集
中
地
区
も
二
箇
所
に
分
か
れ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
現
在

の
鯖
江
市
の
人
口
は
六
万
九
三
一
九
人
（
二
〇
二
〇
年
四
月

一
日
現
在
）
で
、
二
〇
二
〇
年
（
令
和
二
年
）
は
わ
ず
か
に

減
少
し
た
も
の
の
、
人
口
は
微
増
を
続
け
て
お
り
（
図
２
）
、

人
口
密
度
は
県
内
で
最
も
高
い
。
た
だ
し
、
人
口
推
移
の
見

通
し
と
し
て
は
、
二
〇
四
〇
年
に
は
六
万
一
〇
〇
〇
人
を
下

回
る
減
少
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
六
五
歳
以
上
の
高
齢
化
率
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に
つ
い
て
も
現
在
は
二
六
・
七
％
（
二
〇
二
〇
年
四
月
一
六
日
）

で
あ
る
も
の
の
、
二
〇
四
〇
年
に
は
三
三
・
〇
％
に
上
昇
す
る
と

見
込
ま
れ
て
い
る
（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
将
来
推

計
人
口
）
。

次
に
、
産
業
分
類
別
就
業
人
口
の
構
成
を
見
て
み
よ
う
。
鯖
江

市
の
統
計
書
二
〇
一
五
年
（
平
成
二
七
年
）
の
デ
ー
タ
を
み
る

と
、
就
業
人
口
は
三
万
四
九
一
九
人
、
そ
の
う
ち
第
一
次
産
業
は

約
一
・
八
％
の
六
二
二
人
、
第
二
次
産
業
は
約
三
九
・
〇
％
の
一

万
三
六
三
〇
人
、
第
三
次
産
業
は
二
万
六
六
七
人
が
就
業
し
約
五

九
・
二
％
を
占
め
る
。
産
業
分
類
別
就
業
人
口
（
図
３
）
を
見
て

み
る
と
、
鯖
江
市
の
場
合
、
全
国
の
傾
向
と
比
べ
、
第
二
次
産
業

の
就
業
人
口
が
大
き
い
。
年
々
減
少
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
二

〇
〇
〇
年
（
平
成
一
二
年
）
ま
で
は
半
数
以
上
が
就
業
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

就
業
人
口
構
成
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
鯖
江
市
は
地
場
産
業
が

図２　鯖江市の世帯と人口の推移図２　鯖江市の世帯と人口の推移

出所：鯖江市統計書
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盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。
眼
鏡
、
漆
器
、
繊
維
の
三
大
地
場
産
業
を

有
す
る
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
で
あ
る
。
眼
鏡
に
つ
い
て
は
、
明
治

の
後
期
に
農
家
の
副
業
対
策
と
し
て
生
産
が
始
め
ら
れ
、
い
わ
ゆ

る
政
策
型
産
地
と
し
て
形
成
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
太
平
洋
戦
争

に
よ
っ
て
東
京
、
大
阪
な
ど
の
産
地
が
被
害
を
受
け
る
な
か
、
鯖

江
は
比
較
的
被
害
が
少
な
く
い
ち
早
く
復
興
し
た
。
一
九
七
〇
年

代
に
は
、
鯖
江
の
特
徴
で
あ
る
地
域
内
分
業
・
一
貫
生
産
体
制
が

確
立
し
て
い
る
（
南
保
二
〇
〇
八
：
二
七
頁
）
。
現
在
、
眼
鏡
フ
レ

ー
ム
は
国
内
生
産
シ
ェ
ア
約
九
割
を
占
め
、
イ
タ
リ
ア
、
中
国
と

並
ぶ
世
界
的
な
産
地
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
漆
器
で
あ
る
。
鯖
江
で
生
産
さ
れ
る
漆
器
は
越
前
漆
器
と

呼
ば
れ
、
後
に
取
り
上
げ
る
河
和
田
地
区
が
そ
の
中
心
的
産
地
で

あ
る
。
日
本
最
古
の
漆
器
の
産
地
と
言
わ
れ
て
お
り
、
歴
史
は
古

く
古
墳
時
代
に
ま
で
遡
る
。
過
去
に
は
漆
液
を
採
集
す
る
「
漆
か

き
」
職
人
も
活
躍
し
、
越
前
漆
器
の
産
地
形
成
に
大
き
な
影
響

図３　鯖江市の産業別就業人口図３　鯖江市の産業別就業人口

出所：鯖江市統計書
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を
果
た
し
た
3

。
現
在
、
製
品
の
主
力
は
宿
泊
施
設
お
よ
び
レ
ス

ト
ラ
ン
向
け
の
業
務
用
漆
器
で
あ
り
、
そ
の
国
内
シ
ェ
ア
は
約
八

〇
％
を
占
め
る
。
最
後
に
繊
維
で
あ
る
。
鯖
江
市
は
繊
維
に
関
す

る
業
態
の
ほ
と
ん
ど
が
揃
う
全
国
で
も
珍
し
い
地
域
で
あ
り
、
技

術
革
新
が
目
ま
ぐ
る
し
い
テ
キ
ス
タ
イ
ル
産
業
の
な
か
で
「
繊
維

王
国
・
福
井
」
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
今
日
厳
し
い

国
際
競
争
に
晒
さ
れ
な
が
ら
も
合
成
繊
維
織
物
の
日
本
有
数
の
産

地
と
し
て
事
業
所
が
集
積
し
て
い
る
4

。

農
業
に
つ
い
て
は
水
稲
作
が
中
心
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
鯖
江

市
の
土
地
の
性
質
上
、
土
地
利
用
型
の
農
業
を
大
規
模
に
展
開
す
る
こ
と
は
厳
し
い
。
二
〇
一
〇
年
（
平
成

二
二
年
）
の
鯖
江
市
統
計
書
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
八
六
八
の
農
業
経
営
体
の
う
ち
面
積
区
分
三
・
〇
㌶
以
下

の
経
営
体
が
そ
の
九
割
を
占
め
、
〇
・
五
か
ら
一
・
〇
㌶
の
経
営
体
が
中
央
値
に
位
置
し
て
い
る
。
農
業
経

営
体
の
主
力
と
な
る
農
家
数
は
七
一
六
戸
、
そ
の
う
ち
専
業
農
家
が
九
五
戸
、
兼
業
農
家
が
六
二
一
戸
と
兼

業
中
心
の
農
業
経
営
と
な
っ
て
い
る
（
二
〇
一
五
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
）
。
次
に
農
家
数
の
推
移
（
図
４
）

を
見
て
み
よ
う
。
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）
か
ら
二
五
年
間
で
農
家
数
が
約
七
〇
％
も
減
少
し
て
い
る
。

図４　鯖江市の農家数の推移図４　鯖江市の農家数の推移

出所：鯖江市統計書
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図５　鯖江市の年齢別農業就業人口の推移図５　鯖江市の年齢別農業就業人口の推移

出所：鯖江市統計書

兼
業
農
家
が
こ
の
間
に
激
減
し
た
こ
と
が
グ
ラ
フ
か
ら

わ
か
る
。

さ
ら
に
、
農
業
就
業
人
口
で
あ
る
が
、
二
〇
一
五
年

（
平
成
二
七
年
）
は
八
〇
五
人
で
あ
り
、
一
九
九
〇
年

（
平
成
二
年
）
の
二
一
四
六
人
と
比
べ
る
と
約
六
二
％

も
減
少
し
て
い
る
。
年
齢
別
の
推
移
（
図
５
）
を
み
る

と
、
就
業
人
口
の
規
模
が
全
体
的
に
縮
ん
で
い
る
の
だ

が
、
二
〇
一
五
年
（
平
成
二
七
年
）
に
は
六
〇
歳
以
上

の
就
業
者
が
約
八
九
％
も
占
め
て
お
り
、
農
業
は
高
齢

者
の
産
業
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
女
性
の
生
産
年

齢
人
口
が
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）
と
比
べ
激
減
し

て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
鯖
江
市

の
農
業
は
加
速
度
的
に
縮
小
し
て
お
り
、
日
本
の
ト
レ

ン
ド
と
同
傾
向
に
あ
る
。
産
業
と
し
て
の
農
業
を
取
り

巻
く
状
況
は
極
め
て
厳
し
い
。
現
在
、
米
に
つ
い
て
は
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「
鯖
江
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
を
通
じ
て
そ
の
打
開
を
図
る
と
と
も
に
、
伝
統
的
野
菜
の
振
興
を
始
め
と
し
た

水
田
園
芸
の
取
り
組
み
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

３　

復
興
支
援
と
若
者
に
よ
る
地
域
づ
く
り

３　

復
興
支
援
と
若
者
に
よ
る
地
域
づ
く
り

本
稿
が
対
象
と
す
る
河
和
田
地
区
は
鯖
江
市
の
東
部
に
位
置
す
る
中
山
間
地
域
で
あ
る
。
三
方
を
山
に
囲

ま
れ
、
ブ
ラ
ン
ド
材
で
あ
る
「
河
和
田
杉
」
の
樹
木
が
多
く
植
林
さ
れ
て
い
る
。
地
区
の
中
央
を
河
和
田
川

が
流
れ
て
お
り
、
流
域
で
は
オ
シ
ド
リ
が
生
息
し
初
夏
に
は
ホ
タ
ル
も
舞
う
。
上
流
に
は
福
井
の
名
水
と
し

て
知
ら
れ
る
清
水
も
湧
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
河
和
田
の
重
要
な
地
域
資
源
で
あ
る
。
地
区
は
世
帯
数
一
三

三
九
戸
、
人
口
四
〇
三
八
人
（
二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
現
在
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
人
口
は
、
市
の
傾
向

と
異
な
り
年
々
減
少
し
て
お
り
、
高
齢
化
率
も
市
内
の
地
区
ト
ッ
プ
の
三
八
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
河
和

田
は
越
前
漆
器
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
家
族
で
営
む
零
細
経
営
が
当
地
区
に
集
積
し
て
地
場
産
業
を
形
成

し
て
い
る
。
い
わ
ば
「
も
の
づ
く
り
の
中
山
間
地
域
」
と
い
う
点
が
こ
の
地
域
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
河
和
田
で
は
水
稲
作
を
中
心
と
し
た
生
産
が
行
わ
れ
て
い
る
。
改
良
事
業
を
通
じ
て

良
好
な
農
地
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
山
際
に
面
す
る
小
区
画
の
圃
場
も
あ
り
獣
害
が
深
刻
で
あ
る
。
そ
の
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た
め
対
策
が
地
域
ぐ
る
み
で
行
わ
れ
て
い
る
。
農
家
数
は
二
四
戸
で
あ
る
。
農
業
の
担
い
手
の
確
保
が
火
急

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い

る
。
農
林
業
体
験
実
習
館
（
ラ
ポ
ー
ゼ
か
わ
だ
）
や
二
軒
の
農
家
民
泊
が
滞
在
拠
点
を
提
供
し
て
お
り
、
伝

統
工
芸
や
伝
統
料
理
な
ど
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
、
地
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
街
歩
き
な
ど
、
若
者
た
ち
の
実
践
活

動
を
通
じ
て
地
域
の
リ
ソ
ー
ス
が
観
光
資
源
化
さ
れ
て
い
る
。
近
年
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
需
要
が
多
く
、

外
国
人
旅
行
者
が
田
舎
暮
ら
し
を
体
験
し
て
い
る
。

河
和
田
で
暮
ら
す
人
び
と
は
二
〇
〇
四
年
に
痛
ま
し
い
災
害
を
経
験
し
て
い
る
。
福
井
県
嶺
北
地
方
に
集

図６　河和田地区の清水図６　河和田地区の清水

（桃源清水）（桃源清水）

中
的
に
降
り
注
い
だ
福
井
豪
雨
に
よ
る
被
害
で
あ
る
。
河

和
田
で
は
七
月
一
七
日
か
ら
降
雨
し
、
時
間
降
水
量
約
八

〇
㍉
㍍
が
四
時
間
半
に
わ
た
り
降
り
続
い
た
。
河
和
田
川

か
ら
溢
れ
た
泥
水
は
集
落
内
に
一
気
に
流
れ
込
み
、
住
宅
、

田
畑
が
濁
流
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
被
災
者
の
一
人

は
「
一
八
日
未
明
、
飼
犬
の
異
常
な
鳴
き
声
で
玄
関
へ
出

て
み
る
と
、
家
の
周
囲
は
す
っ
か
り
水
で
覆
わ
れ
、
庭
も

道
も
川
も
境
な
く
濁
流
と
な
っ
て
い
た
。
洗
濯
機
や
冷
蔵
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庫
が
木
材
に
混
じ
っ
て
流
れ
て
、
前
の
大
通
り
を
自
動
車
が
流
れ
て
い
く
の
が
見
え
た
」（
澤
田
二
〇
〇
五
：

二
八
頁
）
と
述
懐
し
て
い
る
。
家
屋
の
被
害
五
五
九
軒
（
う
ち
全
壊
六
軒
、
半
壊
二
九
軒
、
一
部
損
壊
六
九

軒
、
床
上
浸
水
一
八
五
軒
、
床
上
浸
水
二
七
〇
軒
）
と
地
区
の
約
半
分
近
く
が
住
宅
の
被
害
に
遭
っ
た
。
人

的
被
害
は
死
者
一
名
だ
っ
た
（
同
二
〇
〇
五
：
二
三
頁
）
。
一
八
日
の
朝
に
は
河
和
田
公
民
館
に
災
害
復
旧

本
部
が
設
置
さ
れ
た
。
不
幸
中
の
幸
い
と
い
う
べ
き
か
、
河
和
田
の
場
合
、
作
業
場
等
の
住
宅
を
町
内
外
の

場
所
に
持
っ
て
い
る
人
が
多
く
、
一
時
移
転
先
が
容
易
に
見
つ
か
る
環
境
に
あ
っ
た
（
服
部
・
岩
佐
二
〇
〇

六
：
二
二
頁
）
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
物
資
な
ど
支
援
の
動
き
は
極
め
て
早
く
、
炊
き
出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
皮

切
り
に
復
旧
復
興
支
援
が
連
日
行
わ
れ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
閉
所
に
な
る
ま
で
の
約
一
ヶ
月
半

の
間
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
数
は
延
約
一
万
人
に
も
上
っ
た
（
澤
田
二
〇
〇
五
：
二
四
頁
）
。

こ
う
し
た
災
害
か
ら
の
復
興
支
援
が
起
点
と
な
っ
て
、
若
者
た
ち
の
実
践
が
地
域
の
中
で
進
め
ら
れ
た
。

当
時
、
災
害
ゴ
ミ
の
分
別
支
援
で
当
地
を
訪
れ
て
い
た
京
都
大
学
の
浅
利
美
鈴
教
授
と
学
生
グ
ル
ー
プ
が
、

災
害
ゴ
ミ
を
有
効
活
用
し
た
ア
ー
ト
に
よ
る
支
援
「
子
供
た
ち
を
元
気
に
す
る
企
画
」
を
実
施
し
た
。
水
に

浸
か
り
商
品
価
値
が
な
く
な
っ
た
越
前
和
紙
（
隣
町
の
伝
統
工
芸
品
）
を
用
い
「
て
る
て
る
坊
主
」
を
作
る

と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
っ
た
。
夏
期
に
終
了
す
る
は
ず
だ
っ
た
復
興
支
援
は
翌
年
に
交
流
と
い
う
形

を
取
り
、
学
生
は
再
度
河
和
田
と
結
び
つ
き
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。
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こ
の
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
さ
ら
に
、
学
生
た
ち
に
よ
っ
て
通
年
の
活
動
と
し
て
営
ま
れ
て
い
く
よ
う

に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
か
わ
だ
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
」
と
呼
ば
れ
る
、
ア
ー
ト
を
通
し
て
地
域
課
題
に
取
り

組
む
実
践
活
動
で
あ
る
。
そ
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
学
生
た
ち
は
提
供
さ
れ
た
古
民
家
で
共
同
生
活

を
送
り
、
地
域
の
暮
ら
し
の
な
か
で
課
題
解
決
活
動
を
行
う
。
地
域
の
課
題
を
七
つ
（
林
業
、
農
業
、
伝
統
、

産
業
、
学
育
、
食
育
、
健
康
）
に
分
類
し
、
そ
れ
ら
を
解
決
す
る
方
法
と
し
て
ア
ー
ト
を
用
い
、
地
域
を
再

生
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
案
、
実
施
す
る
。
こ
の
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
は
、
二
〇
二
〇
年
の
現
在
も
続

い
て
お
り
、
毎
年
一
〇
〇
名
程
度
の
学
生
が
参
加
し
て
い
る
。
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
は
様
々
な
分
野
で
評
価
さ

れ
、
二
〇
一
四
年
に
は
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

こ
の
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
を
皮
切
り
に
、
年
々
大
学
生
が
訪
れ
、
地
域
課
題
に
関
わ
る
種
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
企
画
・
実
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
河
和
田
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
主
な
取
り
組
み
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
そ
の
第
一
は
、
も
の
づ
く
り
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
取
り
組
み
で
あ
る
。
新
し
い
よ
そ
者
た
ち
は
、
漆
器
や
眼
鏡
の
作
業
工
程
を
外
部
の
人
間
に
も
見
え
る
化

し
た
り
（
「
軒
下
工
房
」
）
、
自
分
た
ち
が
制
作
し
た
作
品
を
大
通
り
に
展
示
す
る
イ
ベ
ン
ト
（
「
中
道
ア
ー

ト
」
）
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
暮
ら
し
の
な
か
の
も
の
づ
く
り
を
観
光
資
源
化
し
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
結

び
つ
け
て
い
る
。
第
二
は
、
食
と
農
に
関
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
米
の
栽
培
か
ら
販
売
ま
で
一
貫
し
て
地
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域
で
行
う
地
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
長
年
伝
承
料
理
教
室
や
お
菓
子
作
り
を
河
和
田
で
指
導
し
て
き
た
高
齢

女
性
が
持
つ
一
〇
〇
〇
枚
超
の
料
理
の
手
書
き
レ
シ
ピ
を
出
版
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
「
山
田
ト
シ
さ
ん
の

手
料
理
帳
」
）
な
ど
が
あ
る
。
河
和
田
の
食
と
農
が
学
生
に
よ
っ
て
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
さ
れ
、
外
部
者
に
む
け
て

発
信
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
若
者
た
ち
の
活
躍
に
は
、
彼
ら
自
身
の
努
力
奮
闘
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
の

協
働
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
か
わ
だ
夢
グ
リ
ー
ン
）
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

お
よ
び
サ
ポ
ー
ト
の
存
在
が
大
き
い
。
こ
の
法
人
は
、
若
者
た
ち
の
意
向
や
ニ
ー
ズ
を
地
域
内
外
各
所
の
シ

ー
ズ
と
結
び
つ
け
て
、
若
者
た
ち
の
活
躍
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
確
保
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

の
存
在
に
よ
っ
て
若
者
た
ち
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

法
人
の
構
成
員
の
一
部
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
河
和
田
の
農
林
業
体
験
実
習
館
と
関
わ
り
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
活
動
を
経
験
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
過
去
の
経
験
は
、
若
者
た
ち
の
地
域

づ
く
り
の
実
践
を
理
解
し
後
押
し
す
る
上
で
役
立
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

加
え
て
、
住
民
ら
の
災
害
経
験
も
若
者
た
ち
の
受
け
入
れ
に
対
し
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
作
用
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
一
〇
〇
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
豪
雨
に
よ
っ
て
多
く
の
住
民
が
被
災
し
、
住
民
た
ち
は
泥
か
き
、

瓦
礫
の
処
理
、
住
宅
の
再
建
に
追
わ
れ
た
。
そ
の
さ
い
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
つ
け
、
支
援
作
業
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を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
外
部
者
の
支
援
を
受
け
る
経
験
（
受
援
経
験
）
が
、
新
し
い
よ
そ
者
の
実
践
活
動

を
受
け
入
れ
る
素
地
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
5

。

以
上
、
自
然
災
害
か
ら
の
復
興
を
起
点
と
し
て
構
築
さ
れ
た
河
和
田
の
地
域
づ
く
り
お
よ
び
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
若
者
た
ち
の
実
践
は
、（
生
産
・
生
活
の
場

所
と
し
て
の
）
地
域
空
間
に
課
題
解
決
の
「
フ
ィ
ー
ル
ド
」
を
ア
ー
ト
に
よ
っ
て
構
築
す
る
、
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
さ
い
、
重
要
な
の
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
・
彼
女
ら
は
、
住
民
の
生
活

世
界
の
な
か
で
課
題
に
取
り
組
み
そ
の
解
決
を
試
み
る
と
い
う
、
内
発
的
な
解
決
活
動
を
実
践
の
柱
に
し
て

い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
若
者
た
ち
は
、
地
域
内
に
居
住
し
て
住
民
と
生
活
共
同
関
係
を
作
っ
た
上
で
、
そ

の
生
活
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
行
動
を
理
解
し
て
い
る
。
外
部
者
が
こ
う
し
た
内
発
性
を
持
ち
う
る
の
は
、
そ

の
よ
う
な
実
践
方
法
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
た
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
一
五
年
と
い
う
長
期
的
に

渡
る
活
動
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

４　

個
人
の
生
活
再
生
と
地
域
の
存
続
（
再
生
）
の
連
動

４　

個
人
の
生
活
再
生
と
地
域
の
存
続
（
再
生
）
の
連
動

次
に
、
河
和
田
に
移
住
し
た
農
業
者
の
実
践
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
ず
は
移
住
の
経
緯
と
取
り
組
み
の
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概
要
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

河
和
田
地
区
で
農
家
民
泊
「
ざ
く
ろ
の
宿
」
を
営
む
柑
本
修
氏
は
、
現
在
五
一
歳
、
大
阪
府
高
槻
市
出
身

で
あ
る
。
元
々
会
社
勤
め
を
し
て
い
た
が
、
無
農
薬
、
自
然
農
法
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
、
両
親
が
住
む
福

島
県
二
本
松
市
に
家
族
と
と
も
に
二
〇
〇
三
年
に
移
住
し
た
。
米
作
り
に
打
ち
込
ん
で
い
た
矢
先
、
東
日
本

大
震
災
が
発
生
し
た
。
二
本
松
市
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
か
ら
五
〇
㌔
㍍
離
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ

れ
で
も
放
射
性
物
質
は
容
赦
無
く
柑
本
氏
の
住
宅
と
田
畑
に
降
り
注
い
だ
。
高
い
放
射
線
量
の
た
め
除
染
に

も
限
界
が
あ
っ
た
。
耕
作
を
諦
め
、
ま
ず
は
縁
の
あ
っ
た
福
井
県
に
自
主
避
難
し
た
。
知
人
宅
や
被
災
者
向

け
に
自
治
体
が
借
り
上
げ
た
住
宅
で
暮
ら
し
て
い
た
が
、
福
島
で
の
米
作
り
が
諦
め
き
れ
な
か
っ
た
。
何
度

か
福
島
に
戻
り
再
開
を
模
索
し
た
が
、
結
局
、
田
の
線
量
が
下
が
ら
ず
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
幸
い

に
も
、
避
難
先
で
畑
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
二
〇
一
三
年
に
念
願
の
無
農
薬
自
然
農
法
に
よ
る
農

業
を
再
開
し
、
彼
と
家
族
は
移
住
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
地
区
に
空
き
家
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
住
ま
う

こ
と
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
広
々
と
し
た
日
本
家
屋
の
良
さ
を
生
か
し
、
農
家
民
泊
を
二
〇
一
五
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

民
泊
は
自
炊
形
式
だ
が
、
収
穫
し
た
野
菜
を
使
っ
て
氏
と
一
緒
に
料
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
外
国
人
旅

行
客
も
多
く
、
柑
本
氏
に
と
っ
て
は
、
彼
ら
と
の
出
会
い
が
新
た
な
喜
び
で
あ
る
よ
う
だ
。
こ
れ
か
ら
何
カ



197

国
の
人
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
い
う
。
彼
は
現
在
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
わ

だ
夢
グ
リ
ー
ン
の
理
事
と
し
て
も
活
躍
し
、
河
和
田
の
地
域
づ
く
り
活
動
に
力
を
注
い
で
い
る
。
河
和
田
の

人
に
た
く
さ
ん
助
け
て
も
ら
っ
た
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
そ
の
恩
返
し
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
行
動
し

て
い
る
。

こ
の
事
例
の
特
徴
と
し
て
二
点
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
は
、
柑
本
氏
の
河
和
田
へ
の
関
与
の
し
か
た

に
つ
い
て
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
彼
は
福
島
の
原
発
事
故
に
よ
っ
て
職
と
生
活
を
奪
わ
れ
、
そ
の
再
起

を
図
る
た
め
に
河
和
田
に
移
住
し
た
。
氏
に
と
っ
て
河
和
田
は
、
自
分
の
求
め
る
農
業
の
再
挑
戦
と
生
活
の

図７　農家民宿ざくろの宿図７　農家民宿ざくろの宿

取
り
戻
し
の
「
場
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
を
ふ
ま
え
る
と
、

同
じ
よ
そ
者
と
い
え
ど
、
前
節
で
見
て
き
た
よ
う
な
ヴ
ァ
ル

ネ
ラ
ブ
ル
な
地
域
を
支
援
す
る
と
い
う
外
部
者
の
立
場
と
は

異
な
り
、
彼
は
、
農
業
当
事
者
と
し
て
の
ま
な
ざ
し
を
持
っ

て
地
域
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
地
域
の
実
情
か

ら
す
れ
ば
、
彼
は
喉
か
ら
手
が
出
る
ほ
ど
貴
重
な
農
業
人
材

で
あ
る
。
自
身
が
求
め
る
農
業
、
生
活
の
た
め
の
経
営
は
、

地
域
の
利
害
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
彼
の
奮
闘
と
地
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域
の
課
題
解
決
は
つ
な
が
っ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
れ
を
、
個
人
の
生
活
再
生
と
地
域
の
存
続
（
再
生
）
が
連

動
し
て
い
る
事
例
と
し
て
位
置
付
け
た
い
。

第
二
は
、
柑
本
氏
と
住
民
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
住
民
た
ち
は
、
災
害
の
違
い
は
あ
れ
、
氏
と
同

様
に
被
災
し
た
経
験
を
持
つ
。
元
の
生
活
を
取
り
戻
し
て
い
く
た
め
に
悪
戦
苦
闘
を
繰
り
返
し
て
き
た
人
び

と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
の
思
い
や
模
索
は
住
民
た
ち
に
と
っ
て
は
共
感
で
き
る
も
の
で
あ
る
し
、
既
視

感
の
あ
る
も
の
に
映
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
地
で
彼
が
今
後
た
ど
る
で
あ
ろ
う
復
興
へ
の
道
は
、

す
で
に
住
民
た
ち
が
先
に
通
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
彼
ら
・
彼
女
ら
は
図
ら
ず
と
も
氏
に
と
っ
て
の
道
先
案
内

人
に
な
っ
て
い
る
。
氏
の
「
た
く
さ
ん
助
け
て
も
ら
っ
た
、
恩
返
し
を
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を
ふ
ま
え
る

と
、
住
民
た
ち
は
、
物
質
的
な
援
助
の
み
な
ら
ず
、
そ
う
し
た
経
験
知
に
基
づ
く
ア
ド
バ
イ
ス
や
サ
ポ
ー
ト

も
行
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
は
、
そ
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
サ
ポ
ー
ト
を
、
経
験
知
の
伝
承
行

為
と
し
て
捉
え
る
。
こ
う
し
た
柑
本
氏
の
河
和
田
で
の
奮
闘
は
、
い
ず
れ
経
験
知
と
し
て
誰
か
に
伝
承
さ
れ

て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
地
域
に
埋
め
込
ま
れ
た
経
験
知
。
こ
れ
が
災
害
か
ら
の
復
興
を
経
験
し
た
地
域
の

持
つ
強
み
で
も
あ
る
。
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５　

ま
と
め

５　

ま
と
め

鯖
江
市
―
河
和
田
地
区
に
お
い
て
は
縮
小
す
る
農
業
・
農
村
の
状
況
が
進
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
う

し
た
な
か
、
地
域
生
活
を
維
持
・
再
生
し
よ
う
と
懸
命
に
努
力
す
る
若
者
た
ち
や
移
住
者
の
取
り
組
み
を
見

て
き
た
。
考
察
し
て
き
た
と
お
り
、
河
和
田
に
お
い
て
も
災
害
経
験
は
観
光
資
源
や
地
域
づ
く
り
の
リ
ソ
ー

ス
に
な
り
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
成
果
を
次
々
と
生
み
出
す
若
者
た
ち
の
実
践

は
見
事
な
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
外
在
的
な
解
決
で
は
な
く
、
住
民
の
生
活
世
界
の
な
か
で
課
題

に
取
り
組
み
解
決
を
図
る
と
い
う
実
践
方
法
を
採
用
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
長
期
的
な
成
功
が
続
く
と
い
え
る
。

と
は
い
え
、
こ
う
し
た
若
者
た
ち
の
力
と
地
域
に
存
す
る
内
発
的
な
力
と
を
関
係
づ
け
る
こ
と
は
難
し
い
作

業
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
両
者
を
結
び
つ
け
る
河
和
田
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
果
た
す
役
割
は
非
常

に
大
き
い
も
の
が
あ
る
し
、
河
和
田
の
地
域
づ
く
り
の
要
の
組
織
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

第
四
節
の
農
業
移
住
者
の
事
例
で
浮
か
び
上
が
っ
た
の
は
、
彼
の
生
業
や
生
活
の
回
復
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

地
域
（
住
民
）
の
姿
で
あ
る
。
そ
う
し
た
サ
ポ
ー
ト
は
利
他
的
な
動
機
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
が
、

本
人
の
望
む
生
業
を
続
け
、
健
全
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
こ
と
が
地
域
の
存
続
や
再
生
に
と
っ
て
欠
か
せ
な

い
と
い
う
こ
と
を
、
住
民
は
災
害
の
経
験
か
ら
知
っ
て
い
る
の
だ
と
筆
者
は
理
解
す
る
。
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若
者
と
農
業
移
住
者
。
双
方
の
事
例
に
共
通
す
る
の
は
、
生
活
当
事
者
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
外
部
者
で

あ
れ
、
移
住
者
で
あ
れ
、
河
和
田
で
生
活
す
る
当
事
者
と
し
て
地
域
づ
く
り
に
参
画
し
て
い
る
。
同
様
に
、
住

民
も
生
活
当
事
者
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
三
者
は
共
通
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
こ
の
生
活
当
事
者
と
し
て

地
域
に
関
わ
っ
て
い
く
と
い
う
あ
り
方
が
河
和
田
の
事
例
の
特
徴
な
の
だ
と
、
筆
者
は
捉
え
て
い
る
。

注注

1　

本
稿
は
、
二
〇
二
〇
年
二
月
に
実
施
し
た
鯖
江
市
現
地
調
査
に
基
づ
き
執
筆
を
行
な
っ
て
い
る
。
関
係
者
に
は
二
月

二
〇
日
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

2　

鯖
江
市
の
統
計
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
し
て
い
る
。https://w

w
w.city.sabae.fukui.jp/about_city/tokeijoho/

sabae-tokeisho.htm
l

（
二
〇
二
〇
年
六
月
一
〇
日
確
認
）

3　

https://w
w

w.echizen.or.jp/
（
二
〇
二
〇
年
七
月
一
四
日
確
認
）
を
参
照
。

4　

http://tutuji.com
/sabaeseni/seni.htm

（
二
〇
二
〇
年
七
月
一
四
日
確
認
）
を
参
照
。

5　

さ
ら
に
言
え
ば
、
河
和
田
地
区
の
地
域
特
性
も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
河
和
田
は
地
場
産
業
を
有
す
る
も
の
づ
く

り
地
域
で
あ
る
。
ム
ラ
が
農
業
に
特
化
し
た
形
で
構
成
さ
れ
て
は
い
な
い
た
め
、
地
域
再
生
の
た
め
の
リ
ソ
ー
ス
が

純
農
村
地
域
と
比
べ
多
種
多
様
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
リ
ソ
ー
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
、

よ
そ
者
た
ち
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
。
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The purpose of this paper is to clarify how "outsiders" (non 

residents, newcomers) can participate in community building in 

regions that are vulnerable to natural disasters. Upon examining the 

Green Tourism eff orts by Sabae in Fukui Prefecture, it shows a way 

of regional eff orts by outsiders who act in the district. In the case of 

activities conducted by young people, we found that volunteer 

experience turned out to facilitate participation in community 

building eff orts. Additionally, in the case of a farmer who had 

moved to the region, as it became apparent that securing the 

personal health and livelihoods of individuals was essential to 

maintaining and rebuilding the region, we verifi ed the relationship 

between personal reconstruction eff orts and eff orts to sustain 

(rebuild) the region. This work suggests that experience with 

natural disasters had indeed become an asset in community 

building.


